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基 

軸
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
と

日 

本 

の 

医 

療
❶

ル
ポ
ラ
イ
タ
ー　

矢
吹
紀
人

　

ア
メ
リ
カ
の
市
民
団
体
パ

ブ
リ
ッ
ク
・
シ
チ
ズ
ン
（
注

１
）
は
６
月
13
日
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

に
関
す
る
52
㌻
の
秘
密
交
渉

　

ア
メ
リ
カ
主
導
で
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ

Ｐ
）
の
交
渉
参
加
に
向
け
た
事
前
協
議
が
進
ん
で
い

る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
は
日
本
の
医
療
保
険
制
度
に
ど
の
よ

う
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
。
医
療
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の

矢
吹
紀
人
氏
に
連
載
し
て
も
ら
っ
た
。

　

衆
議
院
で
可
決
さ
れ
た
「
消
費
税
増
税
関
連
法
案
」

と
「
社
会
保
障
制
度
改
革
推
進
法
案
」
の
参
議
院
で
の

廃
案
な
ど
を
求
め
て
、
協
会
・
保
団
連
は
７
月
12
日
、

国
会
要
請
を
実
施
し
た
。
協
会
か
ら
、
下
井
戸
昭
介
副

理
事
長
、
中
西
幹
夫
・
森
啓
両
理
事
、
古
田
光
行
監
事

と
事
務
局
員
が
参
加
し
た
。

お
知
ら
せ

　

本
紙
は
８
月
５
日
付
・
15
日
付
の
合
併
号
で
す
。
次

号
25
日
付
は
通
常
通
り
発
行
し
ま
す
。

　

協
会
は
８
月
11
日
か
ら
17
日
、
協
同
組
合
は
11
日
か

ら
16
日
ま
で
休
務
と
な
り
ま
す
。

Ｄ
条
項
」
に
よ
っ
て
、
環
境

や
労
働
、
消
費
者
行
政
な
ど

Ｔ
Ｐ
Ｐ
だ
が
、
実
態
は
な
か

な
か
明
確
に
な
っ
て
こ
な
か

っ
た
。
そ
の
大
き
な
理
由

は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
が
過
去
に

例
が
な
い
ほ
ど
極
め
て
秘
密

裏
に
進
め
ら
れ
て
き
た
と
こ

ろ
に
あ
っ
た
。

　

『
異
常
な
契
約
―
Ｔ
Ｐ
Ｐ

も
公
開
し
な
い
」
と
い
う
覚

書
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
あ
る
こ
と
を

指
摘
。
市
民
団
体
な
ど
の
活

動
に
よ
っ
て
、
そ
の
覚
書
の

存
在
が
次
第
に
確
か
な
も
の

に
な
っ
て
き
た
。

　

５
月
に
ア
メ
リ
カ
で
Ｔ
Ｐ

Ｐ
交
渉
が
行
わ
れ
た
際
、
市

い
、
通
商
交
渉
の
際
の
民
間

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
を
持
っ

て
い
る
。
外
国
と
の
交
渉
に

実
際
の
関
係
者
の
利
害
を
反

映
す
る
こ
と
が
目
的
で
、
そ

の
構
成
メ
ン
バ
ー
の
多
く
が

民
間
企
業
な
ど
の
関
係
者
で

構
成
さ
れ
て
い
る
」（『
日
本

文
書
（
注
２
）
を
入
手
し
た

と
し
て
公
表
し
た
。
こ
こ
に

上
げ
る
前
に
富
裕
層
や
大
企

業
か
ら
増
税
す
べ
き
」「
増

税
に
よ
っ
て
今
よ
り
ま
す
ま

す
歯
科
へ
の
受
診
率
が
低
下

　

要
請
団
は
、「
テ
ナ
ン
ト

料
、
技
工
料
な
ど
、
こ
れ
以

上
消
費
税
が
増
え
た
ら
や
っ

て
い
け
な
い
」「
消
費
税
を

に
つ
い
て
相
手
国
家
（
政

府
）
の
権
限
が
制
限
さ
れ
る

と
い
う
内
容
が
書
か
れ
て
い

た
。

　

２
０
１
０
年
10
月
の
所
信

表
明
演
説
で
、
当
時
の
菅
直

人
首
相
が
突
然
参
加
を
表
明

し
て
私
た
ち
の
前
に
現
れ
た

の
仮
面
を
剥
ぐ
』
の
著
者
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
オ
ー

ク
ラ
ン
ド
大
学
法
学
部
の
ジ

ェ
ー
ン
・
ケ
ル
シ
ー
教
授
は

早
く
か
ら
、「
参
加
国
は
、

交
渉
が
終
結
も
し
く
は
決
裂

し
て
か
ら
４
年
を
経
過
す
る

ま
で
、
い
か
な
る
交
渉
文
書

民
団
体
と
と
も
に
ロ
ビ
ー
活

動
に
参
加
し
た
全
国
労
働
組

合
総
連
合
の
布
施
恵
輔
国
際

局
長
は
、
ア
メ
リ
カ
通
商
代

表
部
の
カ
ー
ク
代
表
が
「
自

分
た
ち
は
ゴ
ー
ル
ド
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
を
つ
く
っ
て
い
る
」

と
述
べ
た
と
語
っ
て
い
る

農
業
新
聞
』
６
月
25
日
付
）

と
語
る
。

　

す
な
わ
ち
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉

で
極
秘
裏
に
形
成
さ
れ
て
い

る
の
は
、
ア
メ
リ
カ
企
業
の

意
向
、
思
惑
を
色
濃
く
反
映

し
た
「
ゴ
ー
ル
ド
ス
タ
ン
ダ

ー
ド
」
と
い
う
こ
と
に
な
る

の
だ
。
で
は
、
そ
の
ゴ
ー
ル

ド
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
は
、
私

た
ち
に
い
っ
た
い
何
を
も
た

ら
す
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。

�

（
つ
づ
く
）

（
注
１
）http://www.

citizen.org/Page.
aspx?pid=183

（
注
２
）http://www.

citizenstrade.org/ctc/wp-
content/uploads/�
2012/06/tppinvestment.
pdf

多
く
の
議
員
と
連
携
し
て
く

つ
が
え
し
て
い
き
た
い
」
な

ど
と
廃
案
に
む
け
て
の
決
意

を
示
し
た
。

来
年
10
月
の
閣
議
決
定
を
す

る
内
閣
が
消
費
税
を
撤
廃
す

る
と
い
え
ば
粉
砕
で
き
る
。

そ
の
よ
う
な
展
望
を
持
っ
て

議
員
が
廃
案
へ
向
け
た
決
意

を
述
べ
た
。

　

大
阪
選
出
の
議
員
で
は
、

服
部
良
一
議
員
（
社
民
）
が

「
政
権
交
代
で
の
民
主
党
の

目
的
で
あ
っ
た
消
え
た
年
金

問
題
や
、
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
廃
止
な
ど
を
投
げ
捨

て
て
の
消
費
税
の
増
税
は
絶

対
許
せ
な
い
」
と
、
辻
惠
議

員
（
民
主
）
が
「
参
議
院
で

の
審
議
は
こ
れ
か
ら
。
仮
に

参
院
を
通
っ
た
と
し
て
も
、

進
法
案
」
の
廃
案
を
求
め
る

発
言
が
相
次
い
だ
。
集
会
に

は
、
国
会
議
員
11
人
、
マ
ス

コ
ミ
６
社
を
含
め
約
１
２
０

人
が
参
加
し
た
。

　

国
会
議
員
か
ら
は
、
党
員

資
格
停
止
処
分
を
受
け
た
民

主
党
議
員
か
ら
も
相
次
い
で

発
言
。
発
言
し
た
す
べ
て
の

３
党
談
合
で
強
引
に
決
定
し

た
こ
と
へ
の
怒
り
を
ひ
し
ひ

し
と
感
じ
る
。『
給
料
は
下

が
っ
て
い
る
し
、
そ
ん
な
時

に
消
費
税
だ
け
上
げ
ら
れ
た

ら
生
活
が
で
き
な
い
』
な
ど

の
声
も
多
く
聞
く
。
宣
伝
や

署
名
な
ど
国
民
世
論
を
喚
起

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
」

と
述
べ
、
廃
案
に
む
け
尽
力

す
る
姿
勢
を
示
し
た
。

　

12
日
の
正
午
か
ら
、
参
議

院
の
会
議
室
で
「
医
師
・
歯

科
医
師
は
問
う
『
消
費
税
増

税
関
連
法
案
・
社
会
保
障
制

度
改
革
推
進
法
案
』」
緊
急

院
内
集
会
が
開
か
れ
、
全
国

の
協
会
や
国
会
議
員
か
ら
、

「
消
費
税
増
税
関
連
法
案
」

と
「
社
会
保
障
制
度
改
革
推

案
を
求
め
た
。

　

山
下
芳
生
参
議
院
議
員

（
共
産
）
と
面
談
し
、「
安

心
し
て
受
け
ら
れ
る
医
療
の

実
現
を
求
め
る
請
願
署
名
」

２
５
０
筆
、「『
保
険
で
良
い

歯
科
医
療
』
の
実
現
を
求
め

る
請
願
署
名
」
63
筆
を
託
し

た
。

　

山
下
議
員
は
「
街
頭
宣
伝

な
ど
行
っ
て
も
、
衆
議
院
の

　

大
阪
市
は
、
生
活
保
護
の

医
療
扶
助
費
削
減
を
目
的
に

７
月
13
日
、
新
規
指
定
医
療

機
関
の
有
期
化
や
指
導
強
化

を
定
め
た
要
綱
を
制
定
し

た
。
８
月
１
日
か
ら
西
成
区

で
先
行
実
施
す
る
。

　

要
綱
は
、
医
療
機
関
の
新

規
指
定
に
際
し
、
①
過
去
５

年
間
に
開
設
者
・
管
理
者
が

行
政
処
分
を
受
け
て
い
た
場

合
は
指
定
を
認
め
な
い
②
指

定
後
３
年
間
の
有
効
期
間
を

設
定
③
有
効
期
間
中
に
個
別

指
導
を
実
施
し
、「
不
正
」

な
ど
が
あ
れ
ば
再
指
定
を
認

め
な
い
―
―
こ
と
な
ど
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
。

　

協
会
は
、
同
要
綱
案
に
対

す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
７
月
４
日
に
提
出
。
新
規

指
定
に
有
効
期
間
を
定
め
る

こ
と
に
つ
い
て
、「
厚
労
省
の

見
解
を
逸
脱
し
た
も
の
」
と

厳
し
く
批
判
し
た
。
医
療
機

関
の「
不
正
」の
取
り
締
ま
り

で
は
、「
従
来
の
枠
組
み
で
も

取
り
締
ま
り
は
可
能
」
と
し

た
。
そ
の
上
で
、
同
市
が
２

０
１
０
年
に
実
施
し
た
実
態

調
査
で
、「
不
正
請
求
な
ど
の

確
証
を
得
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
」
と
結
論
付
け

て
い
る
こ
と
を
示
し
、「
個
別

指
導
を
強
化
す
る
こ
と
は
、

不
正
摘
発
以
外
に
目
的
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
」
と
指
摘

し
た
。
ま
た
、
西
成
区
だ
け

を
先
行
実
施
す
る
こ
と
に
対

し
、「
差
別
的
な
や
り
方
は
道

理
を
欠
く
」
と
し
、
要
綱
の

全
面
撤
回
を
求
め
て
い
た
。

は
、
投
資
家

（
多
国
籍
企

業
）
が
相
手

国
家
を
訴
え

る
こ
と
が
で

き
る
「
Ｉ
Ｓ

（『
し
ん
ぶ
ん

赤
旗
』
６
月
25

日
付
）。

　

ケ
ル
シ
ー
教

授
は
、「
米
政

府
は
他
国
に
な

す
る
」
な
ど
の

「
消
費
税
の
増

税
は
や
め
、
医

療
へ
の
『
ゼ
ロ

税
率
』
を
求
め

る
」
署
名
に
寄

せ
ら
れ
た
会
員

か
ら
の
声
を
伝

え
な
が
ら
、
大

阪
選
出
の
国
会

議
員
に
２
法
案

の
参
議
院
で
の

徹
底
審
議
と
廃

山下芳生議員（右から２人目）

大阪市

生
保
指
定
制
度
を
改
悪

有
期
化
や
指
導
強
化
を
明
記

７・12国会行動　要請議員一覧

【面談】
参院〈共産〉山下芳生
【秘書対応】
衆院〈民主〉稲見哲男、大谷信
盛、熊田篤嗣、樽床伸二、辻惠、
辻元清美、中野寛成、長尾敬、長
安豊、樋口俊一、平野博文、藤村
修、松岡広隆、森山浩行
〈自民〉近藤三津枝、竹本直一、
谷畑孝、松浪健太、柳本卓治
〈第一〉大谷啓、熊谷貞俊、萩原
仁、村上史好
〈公明〉池坊保子、佐藤茂樹
〈共産〉宮本岳志、吉井英勝
〈社民〉服部良一
〈きづな〉渡辺義彦
〈国新〉中島正純
参院〈民主〉梅村聡、尾立源幸、
藤原正司
〈自民〉北川イッセイ、谷川秀善
〈公明〉石川博崇、白浜一良、山
本香苗
� （敬称略・順不同）

院
内
集
会
に
１
２
０
人

撤
回
求
め
発
言
相
次
ぐ

協会・保団連
参院で増税法案の廃案を

大阪選出議員に緊急要請

極
秘
裏
に
進
む
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉

米
国
企
業
の
意
向
色
濃
く

◆10月13日（土）13:00～18:00　食事会（無料）18:30～20:30　◆10月14日（日）10:00～16:00
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